
Title アイヌ語に於ける母音調和

Author(s) 知里, 眞志保

Citation 北海道大學文學部紀要, 1, 101-118

Issue Date 1952

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/33108

Type departmental bulletin paper

File Information 1_P101-118.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



ア
イ
ヌ
語
に
於
げ
る
母
一
音
調
和

知

里

異

志

保



ア
イ
ヌ
語
に
於
け
る
母
一
音
調
和

知

里

異

志

イ呆

内

容

目

次

一
問
題
の
所
在
。

1

〔1
〕
自
動
詞
又
は
語
根
に
附
い
て
他
動
詞
密
造
る
母

音
の
接
尾
露
。
〔
2
〕
名
詞
の
概
念
形
に
附
い
て
人
種
形
の
語
幹
を
遺
る
母
一
耳
目

の
接
尾
辞
。
〔
3
〕
本
稿
の
目
的
。

二
自
動
詞
に
附
い
て
他
動
詞
を
遺
孟
母
一
耳
目
の
接
尾
辞
。
|
|
〔
生
〕
『
ユ

1

カ

一
フ
語
法
摘
要
』
に
拳
げ
で
あ
る
例
。
〔
5'μ

母
一
音
の
接
尾
欝
冶
除
い
て
得
ら
れ

る
自
動
詞
の
構
遣
。

三
語
根
に
附
い
て
他
動
詞
を
遣
る
母
一
音
の
接
尾
軒
o
l
-
-
〔
6
〕
「
子
一
音
十
母

一
音
十
子
一
音
」
型
の
語
根
。
〔
7
〕
語
根
に
母
音
の
接
尾
辞
が
附
い
て
出
来
た
他

動
詞
の
全
例
。

四
他
動
詞
の
形
成
に
見
ら
れ
る
母
一
音
調
和
o
l
l
-
〔8
〕
語
根
の
母
音
と
接
尾

鮮
の
母
音
の
闘
係
(
第
一
表
)
。
〔
9
〕
他
動
詞
形
成
に
見
ら
れ
る
母
一
平
日
調
和
。

五
名
詞
の
人
稀
形
の
語
幹
形
成
に
見
ら
れ
る
母
音
調
和
。
|
|
〔
臼
〕
名
詞
の

概
念
形
に
附
い
て
人
格
形
の
語
幹
在
遺
る
母
一
音
語
尾
。
〔
日
〕
車
音
節
名
詞
の

一
音
節
構
造
。
〔
臼
〕
開
一
音
節
の
軍
一
音
節
名
詞
に
於
け
る
人
種
語
幹
の
形
成
法
。

〔
臼
〕
そ
の
人
種
語
幹
の
金
例
。
〔
U
〕
閉
一
音
節
の
翠
一
耳
目
節
名
詞
と
そ
の
人
橋

語
幹
の
全
例
。
〔
日
〕
概
念
形
の
母
一
音
と
語
尾
の
母
一
音
の
閲
係
(
第
二
表
)
。

〔
日
〕
名
詞
の
人
種
語
幹
の
形
成
に
見
ら
れ
る
母
音
調
和
。

六
結
語
。

北
大
文
息
子
部
組
要

問

題

の

所

在

〔1
〕
ア
イ
ヌ
一
荷
の
他
動
詞
の
中
に
は
、
母
一
耳
目
ア
・
ィ
・
ヮ
・
エ
-
オ

(
1
p
l
r

l
p
l
o
u
t
O
〉
ぞ
語
尾
と
し
て
成
立
し
て
い
る
一
群
が
あ
っ
て
、
弐
の
例
の
如
く
殆

〈註
1
〉

ど
二
音
節
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

「
7

カ

」

自

白

WEm

開

け

る

一

「

ア

シ

」

印

国
l

目

立

て

る

「

チ

ヤ

リ

」

島

知

ヱ

散

ら

す

¥

「

ヤ

ク

」

苫

WEE

潰
す

「
テ
ス
」

Hg占
そ

ら

す

「
カ
イ
ェ
」
片
山
u
J
ω

折
る

「
へ
ヲ
ェ
」
げ
σ司
ゐ

傾

け

る

「
コ
モ
」

}
8
5ゐ
折

り

曲

げ

る

こ
の
類
の
他
動
詞
か
ら
母
音
語
尾
在
取
り
去
れ
ば
、
残
り
の
部
分
は
も
は
や
他
動

詞
と
し
て
の
存
在
中
佐
保
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
或
者
は
自
動
詞
と
な
る
。

「

ア

シ

」

山

田

立

つ

寸
ヤ
タ
」

υEW

潰
れ
る

「
カ
イ
」
}
内
向
吋
折
れ
る

こ
の
場
合
、
母
音
語
尾
は
、
自
動
詞
に
附
い
て
そ
れ
沿
他
動
詞
化
す
る
働
き
暑
な

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
七
他
の
者
は
、
母
昔
話
尾
在
取
り
去
れ
ば
、
も
は
や
翠
濁
で
は
存
立
し
得
な
い

所
の
意
義
単
位
と
な
り
、
諸
種
の
動
詞
の
中
に
意
義
翠
位
と
し
て
見
出
さ
れ
る
に
す

ぎ
な
い
。
「
マ
ク
」
日
長
B

「
7

ク
ナ
」

B
m
w
k
o

「
?
ク
コ
サ
ヌ
」

「
マ
ク
ナ
タ
ラ
」

日
III 
W 

E開sく
ロ
ロ

-103-

ぱ
っ
と
開
く

B
m
w
Eロ
己
記
山
ず
う
っ
と
聞
い
て
い
る



「
チ
ヤ
ル
い
「
チ
ヤ
ん
ナ
」
岱
母
lro

散
ら
ば
る

つ
チ
ヤ
ル
コ
品
7

0

F

」

岱

母
z
W
C
露同
M15

ぱ
っ
と
散
る

つ
プ
シ
」
刊
誌
l

シ

吋
へ
り
」「
へ
ウ

「
へ
ウ
コ
サ
ヌ
」

「
コ
ム
い

M
8
5

「
コ
ム
デ
f
一

wg長
会
曲
る

「
ゴ
ム
コ
サ
ヌ
い

E
g
a
w皇
室
戸
ぐ
っ
と
曲
る

こ
れ
ら
思
勢
ゅ
の
y
m
w
夕
刊
の
担
U
F
0
4
3

ぎ
誌
の
類
を
し
ば
ら
く
諮
棋
と
名
ず
け
る

こ
と
に
す
ゐ
。
す
る
と
，
こ
の
場
λ

山
内
の
母
音
語
尾
は
、
時
殺
か
ら
樋
動
詞
沿
形
成
す

る
建
諮
約
様
馬
辞
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
郊
く
、
整
官
一
荷
馬
y
-
イ
・
ゥ
・
ザ
ム
・
オ
タ
ハ
l
p
l
y
-戸
ー
タ
1
0
〉
は
、

、
次
の
一
一
つ
の
議
き
や
す
る
。

mw

自
動
認
に
仙
仰
い
で
他
動
詞
や
謹
d
2
0
0

斜
詩
棋
に
机
仰
い
て
抱
動
詞
身
撒
ゐ
。

品
加
数
読
む
官
議
ぶ
と
い
う
黙
に
於
て
は
、
的
w
も
狩
も
全
く
同
じ
畿
き
在
し
て
い
る
。
こ

の
様
に
問
一
の
機
能
、
そ
も
つ
も
の
が
、
ァ
・

4

・
グ
・
ぷ
・
ォ
の
一
五
つ
に
分
れ
て
い

ゐ
の
は
、
創
刊
故
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
一
つ
の
掬
懇
で
あ
る
。

ハ
2
U
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
名
認
の
ガ
に
も
、
援
念
静
か
ら
人
梯
形
の
語
幹
を

形
成
す
る
際
に
‘
府
内
議
の
現
象
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
b
o
ザ
ノ
守
え
語
の
名
認
に
は

人
種
離
念
の
有
無
に
よ
る
詩
静
織
化

l
i援
念
形
と
人
鱗
形
の
軍
部
ー
ー
ー
が
存
夜
ず

る。

M
W

』
に
、
「
ネ
ン
か
む
ロ
〈
腹
)
と
い
う
名
湖
身
例
に
取
っ
て
み
よ
う
。
こ

ア
イ
只

の
町
民
吋
l

シ
コ
サ
ヌ
」

ジ
ナ
タ

グ
-OA
予

る
録
音
調
間
利

央H
m 

墨
付片言?
望書
p t;' z.. 

53為
。缶

ぐ
っ
ず
う
っ

る
っ
て
い
る

押
戸
命
名

BH8
ロー
命

名

5年
俗、
::l ，... 
H 

ぐ
っ
と
傾
く

るの
。藷

は

旬、

宮
話
のペ
言宮
室五、J

於
で
は

次
の
如
く
人
様
に
関
し
て
詩
形
襲
化
必
ず

⑮特例制ぞれ

寸 1 111  
クこアこじエホホ

ホオ1 ホヂホニン
ニオミヰしーしー

しーーし一

し一

y
c
p
ハ
腹
)

叩

M
O口
問
(
殺
の
臨
〉
ハ
彼
ら
の
鐙
)

伶

1
p
o旦
〈
殺
の
腹
〉

内

υ

の
誌
か

oa
ハ
君
ら
の
腹
〉

削

weMM40
乱
ハ
あ
な
た
の
腹
〉
ハ
あ
な
た
が
た
の
腹
〉

入
部
併
の
敬
相
守
C
M

の
形
で
あ
7
0
0

F252c昆
〈
私
の

。
宮
山

sycHM山

(¥-) E-す

ホ

ニ

い

の

腹

〉

l
!羽
子
そ
誌
に
し
て
そ
れ
と
磁
附
加
し
て
一
辺
う

立
相
の
我
々
L
O
M
江
戸
邑
話
三
A
W
W

で
あ
妙
心
。

持
「
ア
ホ
ニ
」
お
か
む
白
山
〈
私
仁
ち
の
緩
〉

i
i相
乎
々
も
合
め
て
…
本
う
「
我
々
'
」
。
い
わ
ゆ
る
「

hw

g
o宏
氏
〈
⑦
m440.

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
内
切
に
於
て
は
「
腹
い
と
い
う
概
念
の
み
が
一
訴
さ
れ
、
納
付
以
下

は
「
腹
い
と
い
う
援
念
の
よ
に
川
被
の
」
「
彼
等
の
い
叶
殺
の
L

「
君
遣
の
」
「
の
」

「
私
共
の
」
「
私
濯
の
」
と
い
う
よ
う
な
人
鱗
樹
齢
念
が
隷
加
的
に
一
不
さ
れ
て
い
る
。
悼

の
「
ネ
ン
」
ハ
y
o
m〉
の
如
く
名
詞
、
か
概
念
の
み
ぞ
表
わ
す
場
合
の
形
や
私
は
概
念
品
併

と
呼
び
、
持
以
下
の
「
ネ
ニ
」
「
エ
ネ
ニ
い
「
エ
一
チ
牛
士
一
L

「
ク
ホ
エ
」
「
チ
ホ
ニ
L

「
ア
ホ
ニ
い
等
の
如
く
概
念
と
共
心
人
檎
観
念
そ
も
一
本
す
場
合
の
形
を
私
は
人
総
形

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
い
ゐ
。

と
こ
ろ
で
、
人
様
形
は
概
念
静
か
ら
直
接
に
諮
ら
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
概
念
お
般

に
母
音
の
接
尾
鮮
が
附
仰
い
て
入
構
形
の
…
北
側
斡
が
出
来
、
更
に
そ
れ
に
入
構
接
頭
訴
が

附
い
て
入
総
務
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
概
念
静
の
「
ホ
ン
い
〈
吋
窓
口
〉
に
母
一
首
の
接
馬

辞
ハ
ム
〉
が
附
い
て
人
斡
潜
の
詩
幹
つ
ホ
一
己
ハ
}MGHろ
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ

に

(
}
2
s
V

「ヰゾ
L

合
同
氏
』
〉
「
ア
」
ハ
2
s
)

「
エ
ハ
mwsU

「
L

チ
」
ハ
mw
門
誌
心
及
び

い
わ
ゆ
る

luヰー

棋
の
我
々
」



ゼ
ロ
の
接
頭
蘇
が
附
い
て
、
第
一
人
種
車
数
形
「
ク
ホ
こ

(
W己
6
E
)
、
同
複
数
封

立
形
「
チ
ホ
こ
(
岳
皆
O
ロ
σ、
同
包
括
形
「
ア
ホ
ニ
」
(
各
自

σ、
第
二
人
種
車
数

形
「
エ
ホ
こ
(
各
自
由
)
、
同
複
数
形
「
エ
チ
ホ
ニ
」

(oS皆
8
3、
第
三
人
種
単

複
形
「
ホ
ニ
」

(
F
O
D
O

壮
一
寸
が
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
概
念
形
に
附
い
て
人
種
形
の
語
幹
ぞ
形
成
す
る
母
一
耳
目
の
接
尾
辞
に
は
、
上

記
の
「
イ
」
(
ム
)
の
他
に
、
「
ア
」
(
1
m
)

も
「
ワ
」
(
占
)
も
「
エ
」
(
ゐ
)
も
「
才
」

(
ゐ
)
も
存
在
す
る
。
こ
の
五
つ
の
母
音
の
接
尾
辞
は
概
念
形
に
附
い
て
人
種
形
の

語
幹
必
遺
る
と
い
う
機
能
に
於
て
は
全
く
同
慣
値
で
あ
る
。
然
ら
ば
そ
の
何
れ
の
母

音
そ
も
任
意
に
用
い
て
よ
い
か
と
い
う
に
、
そ
れ
は
単
語
に
よ
っ
て
一
定
し
て
い

る
。
同
じ
く
「
腹
」
を
意
味
す
る
詩
で
も
、
「
ホ
ン
」

2
0ロ
)
は
必
ず
「
ホ
ニ
」

ハF
O
ロ1
日
)
と
な
り
1

「
バ
イ
」
ハ

2
3
は
必
ず
「
。
り
イ
ェ
」
ハ
宮
可
1
0
)

と
な
る
。
ま
た

同
じ
く
「
中
」
を
意
味
す
る
語
で
も
、
「
ト
ム
」

Q
O
B
)
は
必
ず
「
ト
モ
」
(
吉
田
ゐ
)

と
な
り
、
「
。
ヅ
ム
」

(
Z
B〉
は
必
ず
つ
叶
ム
」
ハ
吉
日
出
)
と
な
る
。
「
尾
」
を
意
味

す
る
「
サ
ル
」
ハ

E
ろ
は
「
サ
ラ
ー
一
(
出
向
山
)
と
な
り
、
「
葦
原
」
在
意
味
す
る

「
サ
ル
」

(
Eろ
は
「
サ
リ
」

(
E
Z
)
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
分
り
や
す
く
表
に

し
て
掲
げ
れ
ば
弐
の
通
り
で
あ
る
。

回
目
(
洞
)

|

|

l

E

門
戸
(
議
δ
淑
)

出
回
同
(
州
罰
)
|
|
田
甲
山
(
議
δ
醐
滴
)

E
D
(雨
)

|

|

F

o

E

(

議
δ
田

川

)

E
E
(苛
〉

l
i
z
s
'ロ
(
議
δ
骨
)

Z
日
『
〈
商
〉
l
l
g
可
1

0

(

議
δ
間
〉

吉

田

主

)
!
l
z
Bゐ
(

議

3
3

こ
の
様
な
直
別
の
根
擦
は
、
一
瞳
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
こ
れ
が
ま
た
一
つ
の
問
題

で
あ
る
。

〔

3
〕
本
稿
に
於
て
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
闇
明
し
、
そ
れ
に
関
聯
し
て
、
ア
イ

ヌ
語
に
於
け
る
母
音
調
和
ハ
〈
on色
町
司
自
oロ
己
の
存
在
。
ぞ
設
い
て
み
七
い
と
思
う

の
で
あ
る
。北

大
文
由
学
部
組
要

(
註
1
)

稀
に
三
一
音
節
の
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
も
語
原
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
二
普
節
に
還

一
万
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
例
え
ば
℃
円
吋
曲
目
白
(
ひ
ろ
げ
る
)
は
複
数
が
℃
可

2
6

U
白
で
あ
り
、
自
動
詞
が
日
比

S由
l
F

内
問
(
ひ
ろ
が
る
)
で
あ
る
が
、
と
れ
は
ど
う
も
複

合
語
ら
し
く
思
わ
れ
る
。
ぇ
・
門
医

'u-吋同

gw'r同
(
ひ
ろ
が
る
)
(
『
ユ
ー
カ
ラ
研
究

二
』
】
U

・
8
3
0
ま
た

mr108(殺
す
)
も
自
動
詞
は
巾
宮
同
(
死
ぬ
)
で
あ
る
が
、

こ
れ
も
本
来
は
複
合
語
で
あ
っ
た
ら
し
く
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
で
ふ
れ

る
。
↓
一
一
、
〔
4
〕
、
設
3
、
参
照
。

(
註
2
U

と
と
に
掲
げ
た
D
は
北
海
遺
西
南
郊
(
謄
振
地
方
、
及
び
日
高
岡
沙
流
地
方
)
の

方
言
に
於
け
る
日
常
命
日
話
の
人
格
法
で
あ
る
。

自
動
詞
に
附
い
て
他
動
詞
を
造
る
母
一
音
の
接
尾
儲

〔

4
〕
金
田
一
京
助
博
士
は
「
ユ
ー
カ
ラ
語
法
摘
要
」
(
『
ユ
ー
カ
ラ
の
研
究
二
』

昭
6
)
戸
弓
H
1凶
に
於
て
、
自
動
詞
ま
た
は
形
容
詞
か
ら
他
動
詞
ぞ
遺
る
語
尾
と
し

で

I
W
O
w
-
z
w
み

PEE-
等
を
あ
げ
、
な
お
そ
の
他
に
つ
r
z
F
B
O
h
佐
附
け
る
特
殊
な

〈設
1
)

方
法
が
日
常
多
く
用
い
る
語
の
上
に
あ
る
の
は
注
目
に
値
す
る
」
と
て
、
失
の
よ
う

な
例
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。

1
刊
を
附
け
る
も
の

己
申
(
除
M
刊
か
)
|
|
l
g
'
日
(
除
ガ
ム
吋
〉

匂
由
(
同
。
)
l
l
t
g
'
日
(
同
汁
斗
)

l
戸
沿
附
け
る
も
の

ロ
ロ
(
号
外
U
仏
げ
が

)
l
l
l
ロ
ロ
ー
ロ
(
干
外
U
E
V
M
V
)

E

Rば
l
i同

2
1
2
3

1
0

在
附
け
る
も
の

宮
山
『
(
富
斗
「
か
)
|
|
片
品
ゐ
(
苗
N
V
)

E
河
(
§
斗
「
N
V
)
|
l
由
品
目
。
(
§
斗
い
い
，

g

wa(当
脅
か
)
'
|
l
W
3
1
0
(
当
N
V
U

円
山
可
(
謝
野
〉
|
|
包
吋
1
0

〈
禅
斗
)

島
。
仲
(
河
野
)
J
l
o
E
Z
(諮
斗
〉

「
円

u

円

U
1
1
-



ア
イ
ヌ
諸
に
於
け
る
母
音
調
和

土刊
里

E

H

(
茸
q
o
c
-
-
w
o
l
d
r
q
o
q
N
V
)

金
田
一
博
土
は
以
上
の
如
く
イ
(
ム
)
ウ
(
占
)
エ
ハ
ゐ
)
の
例
し
か
あ
げ
て
お

ら
れ
な
い
が
、
ォ
小
0
)

の
例
も
僅
か
な
が
ら
存
在
す
る
(
共
僚
〔
5
〕
の
山
参

照
)
。
然
る
に
ア
小
山
)
に
至
つ
て
は
全
く
そ
の
例
ぞ
見
出
し
が
に
い
。
こ
の
こ
と

は
他
の
諸
々
の
現
象
と
一
相
侯
っ
て
ζ

の
種
の
母
音
接
尾
辞
の
起
原
に
闘
し
て
一
つ
の

示
唆
生
与
え
る
も
の

t
対一。。

(
註

1
)

金
田
一
博
士
は
、
f
r
f♂

l
m
を
附
け
て
他
動
詞
を
造
る
方
法
は
「
日
常
多
く
用

い
る
誇
の
じ
ん
に
あ
る
」
と
書
い
て
居
ら
れ
る
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
、

1
r
1
F
1
由
を
附
け
て
他
動
詞
を
造
る
の
は
古
い
方
法
で
あ
り
、
「
古
い
語
の
上
に
多

く
あ
る
」
方
法
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
今
は
庭
用
に
騎
し
て
し
ま
い
、
古
い
他
動
詞

の
中
に
「
化
石
化
し
た
」
委
で
観
察
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
は
も
は
や
そ
れ

ら
に
他
動
詞
化
。
機
能
を
意
識
し
な
い
か
ら
、
目
ロ
戸
(
置
く
)
己
ロ
ロ
(
は
め
る
)
白
色

(
立
て
る
)
口
氏
(
附
け
る
)
な
ど
を
、
白
ロ
(
あ
る
)
戸
口
(
は
ま
る
)
白
白
(
立
つ
)

ロ
臼
(
附
〈
)
の
他
動
詞
化
と
は
考
え
ず
、
別
に
田
口
九
四
(
あ
ら
し
め
る
日
置
く
)

戸
口
l
S
(
は
ま
ら
せ
る
H
は
め
る
)
白
血
同
日
(
立
た
せ
る
日
立
て
る
)
戸
田
l
B
(
附
か
せ

る
目
附
け
る
)
と
い
う
他
動
詞
を
造
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
註
2
)

金
田
一
博
士
が
芯
印
を
自
動
詞
の
例
に
翠
げ
で
あ
る
の
も
誌
で
あ
る
。
こ
れ
は

翠
加
何
で
は
語
根
に
過
f
c
ず
、
介
。
を
附
し
て
な
叫
B
W
叩
と
な
る
時
始
め
て
「
反
る
」

と
い
う
意
味
の
自
動
詞
と
な
る
の
で
あ
ヲ
て
、
次
孝
(
一
二
、
〔
6
〕
〔
7
〕
)
に
師
事
げ

る
べ
き
例
で
あ
る
。

(
設
3
)

「
子
音
+
o
+
y
」
又
は
「
子
一
音
十
O
十
W
」
の
如
き
構
造
の
語
根
は
総
べ
て
目
叩

を
祝
う
て
他
動
詞
似
す
る
。
そ
れ
以
外
に
目
白
を
取
る
も
の
は
総
べ
て
「
子
一
音
十

e

+
子
音
」
型
。
語
根
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
翠
げ
で
あ
る
F
S
芯
u

冊目内

C
Z
は
例
外
で

あ
る
。
こ
れ
は
昨
。
円
(
持
つ
)
が
F
S
円
1
白
(
も
た
せ
る
)
に
な
る
様
に
、
本
来
は

み
叩
を
附
す
べ
き
も
の
が
類
推
で
1
m
を
附
し
た
も
の
か
、
或
は
W
2
8
v
w
o
g
w

問

W
O
同
1
g
v
m
F
内
D
芯
で
あ
る
か
も
知
れ
ず
、
本
稿
で
問
題
に
し
て
い
る
品
と
は
呉

る
様
に
思
わ
れ
る
。

(
設

4
)

と
の
穫
の
母
一
音
接
尾
鮮
の
起
原
に
閥

L
て
は
私
自
身
一
つ
の
設
を
も
っ
て
い
る
が

本
稿
で
は
其
蕗
ま
で
論
ず
る
徐
裕
が
無
い
り
で
割
愛
す
る
。
い
ず
れ
他
の
機
舎
に
詳

論
を
愛
表
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

〔
5
〕
他
動
詞
か
ら
母
一
耳
目
の
接
尾
鮮
を
除
い
て
得
ら
れ
る
自
動
詞
は
、
そ
の
語
形

の
上
か
ら
、
弐
の
二
種
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

卯
「
母
音
十
子
音
」
の
如
き
構
造
の
も
の
。

制
「
子
一
音
十
母
一
音
十
子
一
行
し
の
如
き
構
遣
の
も
の
。

以
上
の
内
、
刊
に
属
す
る
語
例
は
敢
に
於
て
極
め
て
少
く
、
僅
か
に
四
個
ぞ
教
え

る
の
み
で
あ
る
。

山口

(

V

N

V

)

1
1
8ロ
(
針
〈
)

ロ
ロ
(
真
帆
げ
が
〉
|
|
|
出
口
占
(
実
与
が
)

g
(同
心
)
1
1
1
2
3
日
(
同
什
が
〉

g
(奇
ハ
)
T
l
i
s
-
日
(
歪
，
G
N
V
)

こ
れ
ら
の
-
自
動
詞
は
種
々
の
鮪
か
ら
見
て
、
明
に
属
す
る
も
の
と
は
本
質
的
に
類

会副〉

沿
昼
(
に
し
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
。

制
に
属
す
る
も
の
は
失
の
諸
例
で
、
こ
れ
も
敢
に
於
て
極
め
て
少
な
い
。

岳山

1
0

ぞ
取
っ
て
他
動
詞
に
な
る
も
の

日
O
由
(
陣
取
J
M
V
〉
l
l
B
o
m
ゐ
(
曲
川
げ
さ

℃
告
(
事
課
斗
N
V
)
I
l
-
-
)
O
H】
1
。
(
普
議

ω
伴
M
V
)

倒
占
を
取
っ
て
他
動
詞
に
な
る
も
の

Z
V
円
(
湘
E
N
V
)
|
l
Z
F
戸
(
浦
正
斗
)

百
日
内
(
蹄
斗
H
M
V
)
l
i
可
島
出
(
。
h
J吋
)

吉
田
(
草
正
が
)
l
|
吉
田
・
戸
(
苫
E
J
3

。
y
g
U
(
〔
¥
究
開
件
以
)
l
i
各
戸
℃
出
(
〔
¥
『
同
町
V
N
V
〉

E同
(
!
司

M
U
A
N
V
)
1
1
1
5
ゲ
ロ
(
司
弓
N
V
)

-106-

申
告
(
O
M山

τ〉
l
i
m
a
-
ロ
(
O
N
U
弓
M
V
)

閣

l
日
必
取
っ
て
他
動
詞
に
な
る
も
の

日
同
(
誠
心
ハ
)
1
1
1
5
1
へ
草
。
q
N
V
〉

E
ロ
(
1
3
ぷ
)
|
|
『

ge山
(
1
3
A
P
3
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3gtき
) こノて

I I I害
虫~ ~詣
宅守~ ~ミ
ω 印ゐな
~\'"工

事対 sz
bさかの
'-J'¥J 
'J  

同
国
司
(
O
E
J
)
|
1
1
2吋
1
0
(
山
県
〈
議
、
例
か
)

宮
司
(
富
斗
「

$
1
1
2
3
(
当
ど

こ
れ
ら
は
、
調
立
に
白
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
と
い
う
黙
を
除
け
ば
、
あ
ら
ゆ

る
鮪
に
於
て
、
共
僚
以
下
に
見
て
行
こ
う
と
す
る
も
の
と
共
通
の
性
質
そ
も
つ
。
本
r

京
外
同
種
の
も
の
で
凡
っ
た
唱
」
と
は
確
か
で
あ
る
。

(
註
)
第
一
、
複
数
を
治
る
方
法
が
附
と
同
と
で
は
大
い
に
逢
う
。
附
に
属
す
る
も
の
は
複

数
形
を
遺
る
の
に
は
補
充
法
に
よ
る
。

自
(
あ
る
)
|
|
岳
山
可
(
た
く
さ
ん
あ
る
)

自
(
立
つ

)
1
l
g凹
区
〔
た
く
さ
ん
立
つ
)

己
ロ
(
附
く
)
1
1
1
己
印
(
た
く
さ
ん
附
く
)

こ
れ
ら
O

他
動
詞
化
し
た
も
の
の
複
数
形
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

白ロ
E

同
叩
(
あ
ら
し
め
る

H
置
く
)
1
1
1
0
W
3
7
芯
(
た
く
さ
ん
お
く
)

回目

E
B
(立
た
せ
る

H
立
て
る
)
1
1
5
E
(
4
0
)
(
た
く
さ
ん
立
て
る
)

ロ
ロ
九
四
(
附
か
せ
る
H
附
け
る
)
|
|
l
己
臼
窓
(
た
く
さ
ん
附
け
る
)

そ
れ
に
封
し
て
、
同
に
属
す
る
も
の
は
を
も
同
附
し
て
複
数
形
を
他
国
る
。
、

官
庁
(
つ
ぶ
れ
る
)
|
|
百

F
E
(た
く
さ
ん
潰
れ
る
)

gu『
(
き
れ
る
)
|
|
宮
マ
冨
(
た
く
さ
ん
断
れ
る
)

こ
れ
か
、
b
出
来
た
他
動
詞
は
、
複
数
形
を
遺
る
に
蛍
っ
て
次
む
様
に
母
品
目
。
語
尾
を
落

し
て
も
同
を
附
け
る
の
で
、
自
動
詞
の
複
数
形
と
同
じ
に
な
る
。

苫

E
(つ
ぶ
す

)
|
l可
白
木
古
田
(
た
く
さ
ん
潰
す
)

宮
山
首
(
き
る
)
|
1
2
3
白
(
た
く
さ
ん
切
る
)

第
二
、
川
に
属
す
る
自
動
詞
壮
語
形
の
上
に
ア
ス
ペ
ク
ト
を
表
わ
す
こ
と
は
な
い
の
に

封
し
て
、
同
に
属
す
る
も
の
は
誇
挫
の
一
部
を
反
複
さ
せ
た
り
、
接
尾
鮮
を
と
っ
た
り

し
て
、
そ
れ
自
身
。
詩
形
の
上
に
複
雑
な
ア
ス
ペ
ク
ト
を
表
わ
す
方
法
を
も
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
拙
稿
、
ア
イ
ヌ
語
法
研
究
、
『
樺
太
隙
博
物
館
報
告
』
四
念
四
鋭
、

H
M
-
U
N

|
由
参
照
。

北
大
文
皐
部
h
柏
市
文

語
根

K
附
い
て
他
動
詞
を
造
る
母
一
品
目
の
接
尾
僻

〔
6
〕
前
章
に
於
て
は
、
自
動
詞
が
母
一
耳
目
の
接
尾
辞
ぞ
取
う
て
他
動
詞
在
形
成
す

る
場
合
に
就
い
て
専
ら
観
察
し
七
の
で
あ
る
が
、
本
章
で
は
、
語
根
が
母
音
の
接
尾

静
を
取
っ
て
他
動
詞
在
形
成
す
る
場
合
に
就
い
て
専
ら
観
察
し
て
見
た
い
と
思
う
o

t

母
一
耳
目
の
接
尾
辞
在
取
っ
て
他
動
詞
冶
構
成
す
る
語
根
は
、
前
節
制
に
属
す
る
も
の

と
同
じ
く
、
組
べ
て
「
子
一
音
十
母
音
十
子
音
」
の
如
き
構
遣
で
あ
り
、
こ
れ
に
，
p

'
r
1
p
b
ゐ
が
附
い
て
他
動
詞
が
形
成
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
か
く
し
て
形
成
さ

れ
た
他
動
詞
は
、
更
に

E
1
(頭、
Y

m

l

(

頭
)
、
日
6
8
(尻
)
、
。
l

(

尻
)
、
田
町
t

(

白
身

を
)
、
リ
ヨ
吋
l

(

自
身
を
)
、
中
(
お
互
そ
)
、
そ
の
他
目
的
格
の
名
詞
等
と
結
合
し
て

多
数
の
自
動
詞
ぞ
成
立
さ
せ
て
い
匂
従
っ
て
そ
れ
ら
の
も
の
を
取
去
れ
ば
、
本
章

に
於
て
取
扱
う
べ
き
種
類
の
他
動
詞
が
得
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
oe

こ
こ
で
は
か
か
る

も
の
冶
も
一
緒
に
扱
う
こ
と
と
し
、
向
前
章
第
五
節
〔
〔
5
〕
の
伸
)
に
属
す
る
自
動

詞
か
ら
形
成
さ
れ
た
他
動
詞
も
、
同
類
と
見
て
、
併
せ
て
取
扱
っ
て
行
く
こ
と
に
す

る。

η
i
 

n
U
 

(
註
)
と
の
種
の
自
動
詞
に
ヲ
い
て
は
、
古
く
金
田
一
博
士
と
の
共
著
『
ア
イ
ヌ
語
法
概

設
』
(
昭
江
、
岩
波
)

H

Y

∞
∞
|
苫
に
、
私
自
身
の
集
め
た
多
数
の
例
を
翠
げ
、
そ
の

成
立
を
も
示
し
て
お
い
た
の
で
、
就
い
て
見
ら
れ
た
い
。

〔
7
〕
以
下
、
こ
の
種
の
他
動
調
で
現
在
ま
で
に
拾
い
得
た
金
例
を
、
語
根
の
母

一
晋
と
接
尾
の
母
音
の
種
類
に
分
け
て
、
例
拳
し
て
行
く
。

山、
1
0

を
取
る
も
の

匂
O
由
B

O

(

~

H

針
斗
)

匂

O
U
，
。
(
事
覇

ω
侍
N
V
)

吉田
γ

。
(
M
U
J
N
J
可
)

zw，
。
〈
湘
E
J吋
)



〈折る〕

(引く)

(巻く〕

〈彫刻する)

(注硯する〉

(振る〉

(切る〉

muy-e (束ねる)

(ゆすぶる)

〈押つぶす)

(網う〉

moy-e (動かす)

(まぜる〉

(ぐっと引く〉

chaw-e (解く〉

〔ひきしめる)

chiw-e (刺さす〉

piw-e く走らす〉

new-e c1このします〉

(曲げる〕

〈傾ける〉

kew-e (迫梯ラ〉

(鰯れる)

〈測る〉

(破る)

(向ける〉

(撹枠する〉

tom-o (集中させるj

kom-o (折曲げる〉

cho芦ーo(ボチャボ、チヤさせる〉

ι(剥くつ

(狙う〉

yom-o (ちぢらす〉

(起す〉
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mas-a (聞く)
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chak-a (開く〉
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pat-u-(はねとばす)

par-u C賜る〉
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以
上
部
開
の
内
‘
ハ
!
お
eagle--
ロ
は
9
倒
、
〔
ー
や
|
・
ロ
は
M
M

例
、
ハ
i
g
-
-
C

5
州
問
、
ハ
j
o
i・
口
は
一
生
例
で
、
ハ

i
?
J
C
の
鮮
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見
出
さ
れ
な
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。
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他
動
誌
の

成
に
見
ら
れ
る

調
率良

ハ
8
U
以
上
一
二
倍
の
他
動
詞
い
て
、
話
相
恨
の

の
額
係
会
鵡
査
し
た
結
果
、
下
の
知
一
変
(
第
一
干
衣
〉
ぞ
得
た
。

〔9
〕
こ
衰
の
詳
細
な
る
捻
討
は
後
日
の
研
究
ド
い
と
思
う
が
、
取

敬
え
ず
私
は
次
の
諸
黙
に
惹
か
れ
る
の
で
あ
妙
心
。
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ぬ
の
併
が
隣
熱
多
く
、
そ
れ
に
比
し
て
ん
Y
I
O

の
例
が
極
め
て
少

い
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
種
の
望
背
接
的
地
鮮
の
起
原
ぞ
暗
示
す
る
…
つ
の
資
料
で
あ

る
が
、
本
稿
の
問
問
的
と
は
直
接
の
関
係
が
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
の
論
議

そ
省
く
。

同
一
接
ロ
給
制
御
の
母
管
が
諾
棋
の
母
音
に
}
致
す
み
例
が
多
い
。
接
尾
鱗

c
に
於

て
は
全
部
の
側
、
が
語
棋
の
号
令
に
一
致
し
、
接
尾
辞
舎
に
於
て
も
唯
…
例
会
ぞ
除
い

て
は
そ
、
ヲ
で
あ
り
、

3
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じ
於
て
と
リ
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械
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等
の
如
く
、
本
来
同
一
の
語
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
や
は
り
同
様
で
あ
る
こ

と
、
ア
イ
ヌ
語
に
於
て
は
母
音
の
前
進
的
同
化
の
例
の
多
仏
ゴ
ピ
な
ど
の
事
賓
と

相
侠
っ
て
、
明
か
に
接
尾
辞
の
母
音
が
語
根
の
母
音
の
影
響
の
下
に
餐
佑
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
ぞ
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

同
語
根
の
母
音
が
。
で
接
尾
軒
が

ω
の
例
(
〔

l
o
-
-
3〉
も
、
そ
の
反
謝

の
例
(
〔
l
m
w
t
1
・
。
〕
)
も
存
在
し
な
い
。
ま
た
語
根
の
母
音
が
。
で
接
尾
辞
が
戸

の
例
(
〔
|
。

l
E〕
〉
も
、
そ
の
反
封
の
例
(
〔
|
ロ
|
・
0
〕
)
も
見
出
さ
れ
な
い
。

語
根
の
母
音
が

P
F
o
u
-
の
内
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
場
合
に
は
、
接
尾
辞
も
そ
の
何

れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
語
根
の
母
一
昌
一
日
が

p
o
L
の
何
れ
か
で
あ
る
場
合

に
は
、
接
尾
辞
も
ま
た
そ
の
何
れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
母
一
音
在
、

甲
類
l
l
p
戸

乙
類
1
1
0

丙
類

1
1
0
L

の
三
種
に
分
け
る
な
ら
ば
、
甲
類
と
丙
類
、
或
は
乙
類
と
丙
類
は
、
こ
の
類
の
他
動

詞
の
中
で
共
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、
甲
類
と
乙
類
は
共
存
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
に
依
っ
て
、
所
謂
「
母
音
調
和
」
が
、
ア
イ
ヌ
語
の
古
い
他
動
詞
の
形
成
法

の
中
に
行
な
わ
れ
て
い
仁
と
断
じ
て
い
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
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一
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、
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の
尾
一
一
ヰ
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B

唱
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っ
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る
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に
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向
を
造
る
。

(
設
3
)

例
え
ば
次
の
よ
う
な
例
が
あ
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五

名
詞
の
人
稽
形
の
語
幹
形
成
比
見
ら
れ
る
母
一
音
調
和

〔
同
〕
名
詞
の
概
念
形
に
附
い
て
人
種
形
の
語
幹
冶
遣
る
語
尾
と
し
て
、
，
p
'
r

a
p
-
P
ゐ
の
五
つ
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
第
一
章
の
〔
2
〕
に
於
て
見
士

通
り
で
あ
る
。
こ
の
五
つ
の
母
音
語
尾
は
、
人
種
形
の
語
幹
密
造
る
と
い
う
機
能
に

於
て
は
、
全
く
同
慣
債
で
あ
る
。
こ
の
様
に
全
く
同
一
の
機
能
を
持
つ
も
の
が
、

1P

Er
占

b
1
0
の
五
つ
に
分
れ
て
い
る
の
は
、
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
前
記
の
他
動
詞

の
場
合
な

rh-参
照
す
る
時
、
こ
れ
も
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
母
一
音
調
和
で
は
な
か
ろ
う

か
、
と
は
容
易
に
考
え
つ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
様
な
苧
え
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
皐
一
音
節
の
名
詞
笠
倖
ん
で
、

っ
て
、
そ
れ
が
人
種
費
化
す
る
場
合
唱
を
調
査
し
て
み
七
。

-111-

そ
の
全
例
に
亘

(
註
)
本
営
は
名
詞
D

会
一
例
に
一
旦
っ
て
調
益
し
た
も
の
を
愛
表
す
べ
き
で
あ
る
が
、
今
は
そ

。
徐
裕
が
な
い
。
し
か
し
、
ア
イ
ヌ
語
に
於
て
は
多
一
一
音
節
句
諾
は
た
い
て
い
軍
一
音
節
。

意
義
章
伎
に
還
元
で
き
る
上
う
だ
し
、
ま
た
多
音
節
の
名
詞
の
人
稀
語
幹
の
形
成
は
そ

の
最
後
。
一
旦
自
衛
に
於
て
決
定
さ
れ
、
そ
れ
が
寧
一
音
節
の
名
詞
の
人
稽
語
幹
の
形
成
法
と

殆
ど
一
致
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
単
一
音
節
。
名
詞
だ
け
を
取
上
げ
て
も
名
詞
の

人
稼
諾
斡
の
形
成
法
。
意
義
を
つ
か
む
り
に
は
別
に
差
支
え
は
な
い
と
信
ず
る
。

〔

日

〕

ア
イ
ヌ
語
の
車
一
音
節
は
、

要
素
の
教
と
そ
の
配
列
の
順
序
に
よ
っ
て
、
失

の
よ
う
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ヤ
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夜
十
母
音
」
の
も
の

壁
一
首
訂
r

一
部
一
青
山
聞
の
も
の
九
「
母
音
主
主
の
も
の

一
コ
ナ
普
十
母
諮
問
十
子
辞
」
の
も
の

こ
れ
必
見
れ
ば
.
笠
は
だ
け
の
も
mv
は
…
。
も
h
h
J
W
o

は
次
の
よ
う
に
な
ゐ
。

十
母
音
V

ア
イ
ヌ
殺
に
於
け
る
録
音
翁
利

し
か
し
、
名
誌
に
つ
い

そ

こ

の

名

一

部
刊
誌
管
節
の
も
の

一
関
一
音
簡
の
も
の
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立主{
ハ
子
一
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十
母
一
背
十

ハ
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淀
〉
低
級
、
だ
け
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意
義
翠
仲
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は
あ
る
。
日
(
薮
〉
0

0

〈
広
三
し
か
し
、

ζ

れ
ら
は
合
成

認
の
第
一
一
撚
縦
飛
と
し
て
の
み
問
地
い
ら
れ
、
人
制
刑
訴
斡
一
を
法
る
こ
と
は
な
い
。

及
び
設
の
人
的
併
形
語
幹
は
、

は
か
め
冶
語
尾
に
と
ゐ
。

の
母
一
音
ず
ー
で
、
人
犠
諾
幹
の
…
語
尾
が

e

と
書
く
。

〔口
U

間
半
…
一
背
節
名
詩

つ
の
場
合
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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念
憎
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e
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ぞ
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と
ゐ
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概
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で
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瓶
念
形
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0

で、

ゐ
人
種
五
時
斡
の

.
大
別
し
て

hv
の
場
合
は
も

オし

人
種
誇
斡
の
鶏
絡
も

a
の
も
の
。
ハ
i
m
-
-
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e
の
も
の
。
ハ
l
φ
1
・
3

北
海
道
に
於
て

ハ
或
は
4
同
凶
作
〉
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部
概
念
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H
M

で
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人
種
語
幹
の
詩
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れ
℃
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ハ
!
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〔
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〉
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会
例
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誇
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な
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す
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落
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m
w

Mvmw

ハ
吋
吋

)

1

i
一句合

2

0

8

吋
一
心

部

〔

l
o
t
-
C〕
の
も
の

山
内

O
(
U
i
i
i
W
0
1
0

由。

i
i
l
出

C
E
C

<""1ト。

お
「
溺
〉

1
1
1仲
O
B
C

〈
或
は
s
げ
と
の
も
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ハ司〉
(
亙
)

ハ品添

G
Vき
|
i
W
C
1
g

ハ冨〉

i
i
i
g
握。I
V
O

公
安
じ
持
部
〉

i
i
i
z
l
y
c

〈耳〉



句
。
(
中
リ
)
l
!
l
u
o
，
。
(
議
δ

ボ
)
1
l
i一匂
OP。

凶

〔

1
日

l
・1
3〕
(
北
海
道
)
、
〔
!
?
-
E
〕
ハ
樺
太
)

E
〈
調
)
1
1
1
1
E
E
3
(
議
δ

謂
)
|
|
E
'
宮
古

-
-
-
w
r
Z
(
百

1
5

巳
〈
斗
ハ
〉
l
l
l
E
l
百
(
議

S
U
3
ー

ー

-
E
E
旬
。
，
Z

1
l
E
'
E
(
百
」
い
)

立
(
部
〉
1
l
l
u
r
苦
へ
議
も
)
部
〉
|
1
1
3
'
E

--12E(司
1
5

岳
山
(
跨
附
)
|
1
i
岳
山
l
旬
。
(
議
3
蹄
附
)
|
|
岳
山
1
3
1
Z
(
ヨ
)

1
1
i
岳
山
台
。
(
百
1
r
)

間

門

i
F
4
0〕
(
北
海
道
)
‘
〔
占
i
-
Z〕
ハ
樺
太
)

E

(

叫

)
l
l
E
a
Z
(
議

3
g〈
註
ご

由

民

(

盤

)
1
i
i
E
z
Z
(
議
δ
盤
)
(
話
回
)

Z

(

開

)
1
1
i
Z
E
E
(
お
iG)
開
)
(
三
〉

宮
(
粉
〉
|
|
宮
l
Z
(怠

3
3
(訂
土

(
隅
務
〉

|
|
S
B苫
(
お
も
)
隔
議

)
|
-
E古
'Z(百
)

ロ
戸
l
F
σ
(
百
一
己

(
事
〉
|
|
l
E
Q
O
(
議
δ
事
〉
1
1
1
2
1
3
l
Z
(
百
)

1

2

'

3

2

ヒ
1
2
1
3
l
Z
S
〉

(

耳

!

巴

ハ
E
)

(

司

)

(
耳
)

(
司
〉

H
J
H

一戸〕戸
門戸

l
l
l門戸
EUO

ハ
註
1
)

北
海
道
で
は
付
戸
(
弓
)
の
人
税
形
が
な
い
。
こ
れ
を
他
の
例
に
な
ら
ヲ
て
日

gE

日立

wuwロ
4
m
l
F日
と
す
れ
ば
、

wロ
可
(
尿
)
の
人
稀
形
付
ロ
M
T
O
(
彼
の
尿
)
宵
戸
山
下
回
'F叩

(
同
)
と
ま
E
C
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
人
格
形
を
使
う
必
要
の
あ
る
よ
う
な

場
合
は
、
日
内
O
吋
}
内
戸
(
彼
の
弓
)
O
W
R
Wロ
(
君
の
弓
)
甲
内
戸

HBE門
官
ド
(
私
の
弓
)
な

ど
の
よ
う
な
一
式
い
方
を
す
る
。

(
註
2
)

同
様
に
、
白
戸
(
鍋
)
の
人
務
形
も
な
い
。
回
戸
l

可申
w

明
白
l

可由
I
F
目
と
す
れ
ば
、
田
戸
可

(
穴
)
の
人
格
形
印
g
T
m
(彼
む
穴
)
田
口
『
品
I
F
叩
(
同
)
と
ま
E
C
れ
る
か
ら
で
あ
ろ

北
大
文
挙
部
紀
要

P

っ。

(
説
3
)

同
様
に
、

E
(弦
)
の
人
稀
形
も
な
い
。

2
4
3
2占
中
伊
由
と
す
れ
ば
、
宮
可

(
腹
の
中
)
の
人
稀
形
門
戸
可
品
(
彼
む
腹
の
中
)
宮
山
『
l

白
E
F
印
(
同
)
と
ま
g
c
れ
る
か

ら
で
あ
ろ
う
。

(
設
4
)
同
様
に
、
甘
口
(
倉
)
の
人
稀
形
も
な
い
。
H
U

ロ
占
♂
切
戸
可
日
l
V刊
と
す
れ
ば
、
ロ
ロ
可

(
穴
)
の
人
稽
形
匂

5
7日
(
彼
の
穴
)
日
)
戸
H
u
-
-
由l
即
日
(
同
)
と
ま
容
れ
る
か
ら
で
あ
ろ

P
勺
ノ
。

〔
叫
〕
閉
一
耳
目
節
の
単
一
音
節
名
詞
と
そ
の
人
種
形
の
語
幹
在
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ

る
。
ハ
人
種
形
は
そ
の
弱
形
の
み
一
不
す
。
強
形
は
弱
形
か
ら
規
則
的
に
迭
ら
れ
る
か

ら
。
)山
概
念
形
の
母
一
菅
が

a
で
、
人
種
形
の
語
幹
の
語
尾
の
母
音
が

a
の
も
の
。

〔
IF-m〕
二
例
。

担
問
自

$
3
1
1
8日
目
白
(
議
δ
謹
)

担

問

同

(

洞

)
I
l
l面白
l
m
(
議
3
h
m
)

間
概
念
形
の
母
一
音
が
i
で
‘
人
稿
形
の
語
幹
の
語
尾
の
母
一
耳
目
が

a
の
も
の
、

〔!?・
ω〕
無
例
。

間
概
念
形
の
母
一
音
が

u
で
、
人
格
形
の
語
幹
の
語
尾
の
母
音
が

a
の
も
の
。

〔
l
f・
3
無
例
。

凶
概
念
形
の
母
一
音
が

e
で
、
人
橋
形
の
語
幹
の
語
尾
の
母
一
平
日
が

a
の
も
の
。

〔1?・

3
無
例
。

同
概
念
形
の
母
一
耳
目
が

o
で
、
人
種
形
の
語
幹
の
語
尾
の
母
一
昌
一
日
が

a
の
も
の
。

〔!?・

δ
無
例
。

附
概
念
形
の
母
一
耳
目
が

a
で
、
人
格
形
の
語
幹
の
語
尾
の
母
一
音
が

i
の
も
の
。

〔
1
m
V
E
l
・
口
一
一
一
例
。

島

(
W
F
)
|
l
F
日
(
議
δ
w
p
)

(
岱
竿
)
|
l
m匂
l
日
(
議
δ
B
S

(

」

戸

)
l
i
s
-
E
日
(
骨
片
δ
」
戸
)

円
H

℃ω口同
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ト干 Iく思~~手当:l;:ヂ岳会岡田寝宮廷 3互銀

xat (主主〉…一〈閉じi>)xachi 恨の淡j

mat (女〕齢一一(mat-i>)machi (彼の女)

詰ar (茅版〉一一-sax-i(彼の茅際)

hat (街待〉ー (hat-i>)hachi 

ha開 ('J、校〉一-h拙ーi

tat (事務皮〉一一一(tat-i>) tachi (彼の棒皮)

tax (荷李総〉ー一一-tal'-i(彼の荷縄〉

tam (刀)---:tamωi (彼の刀〉

kam ぐ向〉ー… kam暢i(彼の肉〉

監 禁染6'攻守祭Tb・同や， -<議最な;寵裁号総自慢な治lW限為.....6' -w 

1111還。
xit (筋〉一一一(1'ルi>)1'ichi (彼の筋〉

1甘く i~ )…←-1'Ir-i 

飽 it( 〉一 -(mit・ michi(彼の扱〉

く柄)--nip~í (彼の柄〉

n託 ( 主将 〉 nichi 

nik 日〉ー --nik-i(彼の桑悶〉

nis (鑓〉一-nis-i(後のさ雲〉

ik く臨〉ー…-ik-I

l搭 く尾〉一--is-I(彼の尾)

時it く繊維〉 ヲsichi

sil王 ( ~ )が一一部ik-I(彼の白〉

日11' 〈鳩〉一一一sir・4く彼の地〉

pit く小石〉 pichi (彼の小石〉

く 〉

kip 〈額) (彼の額)

kik 〈危機〉一次ik-I(彼の危機〉

ki1' C腕J)一…… ki1'~Í (彼の制〉

chip (舟)一一-chip-i(彼の舟〉

chit (女陰〉一べchit-i>)chichiく彼の女陰〉

chi昂 〈山〉一…-chis-i(:i皮の

chir (鳥〉一心hir-i

chin (騨〉一一chih-i(彼の脚〉

選雲仙員芸会段取為ロ手〆〈鑓絵6'議議~6'続捜6'殺到程、..... 6' "，"， 6' 仰

心ト・iJ11<率。
yup ( 兄 ) --yuP-I 

〈 f1[ (彼の鹿〕

rup (彼の群)

rur (1主主 7J¥.)←-rur-i (彼の瀦7J¥.)

ru出 F…-ru8-I (彼の毛皮〉

rum く矢の根〉…一rum-I(彼の矢の根〉

ロ1.unく ) ---'-mun-i (彼の苓j

muk ( 日匂 )町一一m設k-i

mur ( )一一mur-iぐ彼の糠)

nup ( 援} く~主の野〉

num ( 半立 〉一一-num-Iく彼の紋〕

up ぐ魚の 一一-UP-I(彼の魚の白子〉

l1t ( 肋 uchi 

U8 f ) ---u日ωi

ur く毛 -ur-i (彼の毛皮〉

日l1t (illIl 母〉一ーベsut-i>)日uchi(彼の組潟:)

sum (町 〉…一一su立l-I

hup ( 建 )一一hup-i(彼の溜〉

hut f量百 一一(hut-i>) hnchi (秘母〉

常r→ごr
rゅ，



hな汲 〈 ) --hum~i (歌誌の音〉

( 山 〉一--hur.i(彼の

pus 〈 事選 〉…-pus-i

tu日 議誇 )-tusci (後倒的

tur L 持

kut 

km‘ ) --kur-I 

chup ( 〉仙一一chup-i

chuk ( 手火 〉……chuk-i 主の秋〉

歪 議室G染令指1M位Fhω-<薬去さき駆動G
(-e→ iJ 10蕊。
主ek (将〉一-rek-i(彼の粍〉

net (品点本)…ーくnet-i>)n悦 hiく彼の諜木〉

附 m (綿密3… -seln-l

自の土 〈蓋〉一一)sechi (彼の長〉

pet (J[I)一一 pechi

pes (段〉一:--pes-i(彼0)単〉

tes (列〉……tes-i(彼の列〉

kep く額〉一-kep-i

ker (沓)……ker-i

kem (針〉一-kem駒iく彼の圭1.) 

挙1Mm~ ，州G'，.;!J念。

霊 感崎台湾さG増寝込。手J除客員さG'瀧傘な級国史8'qま1Mtrr'::R.阿合，.，;;8'0 

←οー・iJ 吠認。
hotく一端〉一…ーくhot-I>) hochi (彼の}邸〉

hos (持紳〉一…--hos-I

hom (調節)……わ

く 腹 〉一一-hon脚i(彼の腹〉

半~+<

pok ( . f ) -pok-i (後の下〉

top ( 竹 ) --toP-I (彼の竹)

kop ( 〉一一-kop-i(彼の塊〉

kot (赫〉 kochi (彼の跡、J

kor (蕗の葉〉…-kol'-I

鍛 os(蝿)一一mos-i

組問〈乎 〉一一部品川彼の手〕

not ( I-l 〉 ) nochi (彼のね〉

nokく部〉一一-nok-I

non ( J役)一--non-i

op ぐ矛)

ot (死棺〉

ok 〉一-ok-I(彼の悲)

os ( 中 〉一-os-iく彼のや〉 出~四E34 4 

日0日 〈 〉一一一 日.os-i

G 挺竣8' ロs吟おな O
iギミ塁。

(梢〉 〈彼の構〉

ham. ( 

pas 一一-pas-u

tap ( )湾〉……tap-u

主総 f塊)…tak-u(彼の処)

ta髄 (pヂ気)一一…ぬかu(彼の呼筑〉

kap 〈皮〉ーザ明}王叩鍋u

kat ( )一~-kaむu

char ( I-l )一一char-筏 日〕

yam (業)……yamcu(彼の議〉



J時太)

糊腿合盆俳写ミ<!i6' ，.，;J 6'0 

一冊一chiw-fラchiw 

5量産日トヤ K聡ピ殺さと精霊合併草壁右手

rap 

;::i i日l'am 

ras 

rar 

6'1殺糸口会時:;:;6'0 

nan 

at 

認 主選~~言芸会

・eJ111号室。
kew (船一~kew-e (彼の胤)一 ~kew-he (向上、

tek ($  i --tek-e 

口6'，.，;J 6'0 

ー

ω
口
liti--

G結成6'

一 ke臼ーのlぽお

むs必6'0口G必6'0会瀧傘G臨陵台

f三段現目'糸口6'付J)

むG，.，;J 6'0 

蓄基迫絵G
〈ート凶J.J;l$O
l'uy (鉱石〉ぃ…ruy-c恨の時紛… ruy-he(向上、樺太)

muy (予定)ぃ ~muy-c (後の東〉一-~muy-he (向上、樺太〕

臼uy(穴〉…一臨時-e 恨の幻 -~suy田he

puy (穴)----puy-e (彼の穴)--puy“he (向J:-.¥ 

nny (焔〕ヤ切 -nny々(彼の焔)一一~nuy々 le (向上、

一一ぐ絞の中〉一一(向j二、樺太〉

批ny必(彼の主投)一一~kuy-he (関上、開太〉

むや.-<建議令指傘G瀧E史な設!泳三ミむ6'，.，;J

く羽〕…-rap-u(彼の澗〉

〈心)一一-l'am-u

( ) -~ra削

〈胤〉一-~r31'川(彼のj首〉

〈蹴)-~nan~u (彼の翻〉

(組〉…-at-u

am (爪〉一~am-ll

盟 暴言斜誌な経;泳三三叫や p

(-i-・u) 1 j設。

mim (肉〉ー --mim-u(彼の内〉

e. 議雲母会絵合 ml~m':糸口や. -<護完全合開設G

〔…u--.uコ1¥1還。
tum (中〉… --tum欄u(彼の中〕

kns (故〉‘一公118-Uく彼の故〕

蕗議~4J会系企

〈ベ).吋e)g[~長。

moy (樹〕……moy-e(彼の勝〉

soy (外)---~soy-eく彼の外) ---~soy“he 

toy (土)-~toyωe 恨のj二〉一脚he

koyぐ浪〉一(彼の浪〉一一…koy-he

態 握伯絵合没者銭、1ぜや.-<盤情さな

〈ート心J1 i京。

par (ロ)切par戸O

EZ 議室俗除会議学1b・阿や'
〈ート・0)総選。

器援俗言主6'

主主 主器供給な増I~回取 ω や〆

(.-e-・u') 1還。
(額〉ー・-k叩-u(彼の額〉

盟 主援母告書き6'ミc手〆〈蒋除G

(-o-.n)議窓。

軍 基Zぐさ殺な議lRm~~ 吋 P'

(-a-・e)1I 1ミ塁。

haw (議)--haw必〈彼の聾〉ーーペlaw-he(向上、

〈舌)一--awの 〈役の舌〕一-aw-he(向上、樺太〉

一…maw吋e(絞め総)--maw-h今(fほJ二、樺太〉

金者.E~6'幅減合誌か隣友む G ，.，;J念。

会駆動合同2総会

o 6'吋J)6'0 

o 6' ，.，;J 6'9 

指傘な指向型G

3や決〈謀終合議議主令鹿島史6'

ロ〉

P' 

aw 

側、旬。
尚
一
S

J

九
品
問
，
t
i

mw

凶

h
F

〕

喰

u
a
w弔

‘

c，

k

;

h

 

p
b
r
-f
k
 



〔ーロ
j
c
v
無
例
。

国
概
念
形
の

〔み
j
c〕
無
例
。

慨
概
念
形
の

〔

lo--ou
一一一鰐。

H
O
B
〈会〉
l
i
g
H
H叫
4
0

ぎ
}
ハ
ハ
織
〉
|
|
|
対
o
r
t
C
(議
号
機
〉

ミ
(
苫

)
1
1
0同
2
C

ハ議

3
3〉

以
上
の
結
果
、
な
念
と
め
る
と
失
の
数
表

メ合、
仁3

1it 

炉。-e 側u-1 側a

1¥ 

15 
L.J 

前
篠
の

北
大
交
的
嶋
市
郊
h

路市古

e
で
、
人
櫛
形
の
一
詰
斡
の
語
尾
の

。

人
種
制
限
の

41 

24 

1 

X 

× 7 " o 

12 

22 × 

× 

8 -a-

-
1
 

同u-

〔

8
〕

。
の
も
の
。

の
母
一
音
、
が

o
の
も
の
。

162 

× 

7 

28 

8 

ヰ

23 

7 

X 

× -e胸一
議
と
誌
較
す
み
時
、
務
部
棋
の

母
音
と
諮
問
胞
の
母
音
と
の
瞬
間
慌
が
‘
あ
ま
り
に
よ
く
似
て
い
る
の
じ
驚
か
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

M
V

ム
w
e
語
、
み
の
削
仰
が
断
然
多
く
，
そ
れ
に
比
し
て

smu
。
の
例
が
緩
め
て
少

い
。
こ
の
こ
と
は
も
、
こ
の
識
の
母
官
接
尾
辞
の
恕
路
沿
暗
示
す
(
る
一
つ
の
資
料
で

あ
る
よ
み
稿
の
闘
的
と
皇
思
議
の
関
係
が
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
v

ぶ
以
上
の
論

述
冶
省
〈
c

同
こ
こ
で
も
接
縫
鯨
の
母
一
四
日
が
語
根
の
母
背
に
一
致
す
る
併
が
多
い
。
接
尾
語

ふ
に
於
て
は
司
会
認
の
併
が
筒
棋
の
母
一
音
に
一
致
し
、
接
悶
泥
棒

z
o
u
於
て
も
た
だ

一
例
な
除
恥
に
は
そ
う
で
あ
り

f
お
に
於
て
も
語
根
の
熱
出
向
が
可
及
ぴ
ト
授
に
終

っ
て
い
る
場
合
の
ほ
か
は
毘
一
様
で
あ
ゐ
。
こ
の
こ
と
は
も

言
言
ハ
を
〉
芯
川
口
会
(
冷
も
)
甘
す
〉

ぎ
日
(
奇
)
付
へ
い
5
6
0

ハみ
m
s
h
t
)

の
如
く
本
来
向
一
の
認
だ
つ
に
と
思
わ
れ
る
も
ゆ
一
切
や
は
り
持
様
で
あ
る
こ
と
、
ア

イ
ヌ
一
向
に
於
て
は
母
一
昔
の
前
地
的
際
化
の
例
の
仕
掛
い
こ
と
き
な
ど
の
事
賓
と
抑
制
侠
っ

て
‘
あ
ぎ
ら
か
に
接
尾
酵
の
母
一
習
が
話
相
棋
の
母
一
音
の
影
響
の
も
と
に
費
一
花
し
た
も
の

で
あ
ゐ
こ
と
会
示
す
も
の
と
怠
わ
れ
る
。

同
第
一
表
と
第
二
議
と
の
開
に
見
ら
れ
る
蜜
擦
な
義
臭
は
、
第
一
一
夜
に
於
て

〔

In--ou
の
例
が
、
わ
ず
か

ι
…
倒
だ
け
で
は
あ
る
が
、
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
℃
時
ゐ
(
後
の
口
〉
と
い
う
持
で
あ
る
が
、
閥
単
一
級
離
の
み
で
な
く
多
一
音
範
ゑ

で
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
名
詞
に
於
て
、
?
?
・
ろ
と
あ
る
の
は
こ
の
滞
だ
け
で
あ
る
。

金
田
一
京
劫
簿
土
は
、

℃
お
き
ハ
こ
〉
ー
ー
も
お
吋
0
6
3
0
(
洪
3
ロ〉

と
勢
い
て
お
ら
れ
る
令
ユ

i
カ
ラ
話
法
措
一
安
』
一
戸
部

3
0
す
な
わ
ち
℃
言
。
の
瀞
治

以
て
議
念
形
と
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
花
と
問
題
は
な
く
な
る
わ
け
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
博
士
の
誤
で
あ
り
、
廷
し
く
は
、

富岡

(
5
1
2
E
O
(怠
3
5
1
1ゆき
οさ
〈
一
日
〉

き
も
の
で
あ
る
o

h

の
北
海
道
中
北
東
部
方
言
及
び
鐸
太
古
一
世
間
で
は
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ア
イ
主
総
に
於
げ
る
母
音
湘
側
約

女H
恩

喜
母
ハ
ロ
〉
i
1
1
島
幸
ロ
(
議
♀
ロ
〉
会
事
ロ
ケ
£

(
E
〉

の
如
く
、
ハ
1
ω
1
5〕
の
形
式
命
と
ゐ
識
か
ら
見
て
も
察
し
ら
れ
る
諮
り
、
本
市
燃
は

望
月
〈
ロ
)
'
t
i
i
M
M

開
1
M
M

〈議

3
コ〉

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
し
ば
ら
く
計
算
の
外
に
置
い
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
す
る
と
‘
こ
こ
で
も
ハ
3
6
i
δ
?
?・ろも

?
?
E
U
?
g
l・
品
、
等
の
組

合
せ
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
り
、
内
9
〕
に
於
で
見
た
の
と
そ
っ
く
り
ぬ
形
式
で

母
管
鱗
和
が
行
わ
れ
て
い
た
、
と
考
え
ゐ
こ
と
が
で
合
沿
。
す
な
わ
ち
、
語
繰
の
枠

習
が

p
p
p
仙
の
内
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
場
合
じ
は
、
議
尾
鮮
も
そ
の
何
れ
か
で

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
に
器
開
判
択
の
母
音
が
o
v
m
w
w

山
の
何
れ
か
で
あ
る
場
合
に
は
媛
、

も
ま
七
そ
の
何
れ
か
?
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
母
音
そ

開
T

類
l
!
i
p
出

一
向
類
|
‘
タ
山

の
三
穏
に
分
け
ゐ
な
ら
ば
、
或
は
乙
類
と
一
汽
績
は
、

の
諮
斡
の
中
で
共
符
す
ゐ
瀞
い
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、

と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

名
詞
の
人
格
形
る
こ

ハ
設

1
)

と
必
綴

ω

む
経
涼
は

2
M

〈
ぞ
れ
、
後
)
だ
っ
た
と
成
わ
れ
る
。
と
れ

が
か
制
約
に
秘
し
て
第
一
一
一
人
組
怖
心
形
が
で
き
た
。
例
え
ば
か
O
口
(
媛
)
に
ふ
〈
彼

m
w
)

が
総
い
て

H
M
O
H
M
-

山
〈
彼
。
笈
)
と
な

p
、
そ
れ
が
後
に
各
入
浴
郡
山
り
山
政
鈴
に
な

F
J

た
も
の
と
双
わ
れ
る
。
こ
の
ム
は
、
今
は
も
ワ
ば
ら
怯
紘
一
強
制
附
と
し
て
、
日

sgHV由

〈
被
0

・掛川

V

Z喜
多
命
〈
ぞ
れ
0

・
秘
子
ヌ
ヤ
釦
ロ
〈
白
々
れ
が
・
ふ
る
)
、
山
一
芸
ロ

〈
そ
れ
が
・
小
さ
い
〉

i
i
I
以
上
、
口
同
高
附
悶
綾
川
断
中
々
判
官
凶

l
i
m
u
様
に
方
都
…
悶
に
よ
っ
て

は
か
な
り
白
岡
市
問
付
戸
川
い
ら
れ
る
。
去
は
ふ
か
ら
で
た
。
そ
れ
で
人
総
務
幹
の
稲
尾

と
し
て
ふ
で
も
と
で
も
よ
い
と
い
う
制
怖
が
非
常
に
多
い
の
で
あ
る
。
司
、
ア
イ
ヌ
税
問

淡
減
数
“
印
刷
Y
N
C
i
N
H
務
総
。
み
も
ム
か
ら
で
た
。
そ
れ
で
機
念
形
が

g

者

及

び

2

可
で
移
る
名
問
仰
は
も
人
税
哨
m
m
v

誇
同
地
と
し
て
ふ
を
放
る
べ
き
で
み
治
る
が
、
そ
う
す

る
と
若
山
及
び
三
と
い
う
よ
う
な
ア
イ
ヌ
鈴
に
存
在
し
な
い
務
総
が
で
、
き
る
の
で

そ
れ
&
開
い
て
品
に
し
た
も
の
と
怠
わ
れ
る
。

ハ
性
2
〉

縦

念

形
r
p
z
可
次
ぴ
9
4
勾
に
終
っ
て
ド
る
お
閥
的
は

23入
品
(
北
海
滋
〉
、

ay母
〈

ゐ
(
樺
太
)
な
以
て
人
税
語
幹
を
遺
る
b

そ
の
淑
向
は
前
述
。
愚
容
そ
め
る
。

〈
設
3
)

そ

の

〔

9
〕
設
3
に
就
い
て
九
ふ
れ
た
い
。

-L. 
ノ、

結

一語

ハ

げ

〕

母

音

謂

和

は

ウ

ラ

ル

・

ア

ル

タ

イ

れ

て

い

る
も
の
で
あ
ゐ
。
ヅ
一
y

r

7
ル
タ
イ
特
街
の
拙
抽
象
で
は
無
い
」
と
ま
で
武

い
き
っ
て
い
ゐ
事
者
も
あ
b
o
け
れ
ど
も
母
一
音
認
和
と
は
為
母
音
の
日
間
化
作
用
が
高

援
に
行
わ
れ
で
文
法
上
の
形
式
に
ま
で
綴
織
佑
さ
れ
に
現
象
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る

か
ら
、
協
系
の
一
言
語
に
そ
れ
が
見
以
さ
れ
た
と
し
て
も
少
し
も
不
思
議
で
は
な
い
符

(
当
uavH〉

官
ぬ
る
。
現
に
ア
メ
リ
カ
の
震
に
そ
手
品
さ
れ
る
と
い
う
じ
、
ア
ブ
ワ
カ
の

パ
ン
グ
タ
諸
一
級
円
い
も
あ
る
と
い
う
。
ア
イ
ヌ
諸
に
於
け
る
林
投
資
調
和
に
つ
い
て
は
、

供
舛

U
a
a
w
〆

従
来
丸
々
勾
存
在
が
否
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
ー
も
も
私
は
上
に
示
し
た
よ
う

な
新
し
い
根
擦
の
上
に
立
っ
て
、
改
め
て
そ
の
存
在
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ

る

。

な

お

、

詳

細

な

研

究

を

期

し

た

い

と

思

う

(

一

九

五

二

一

一
一
一
・
病
床
に

〈
れ
工
)
金
田
尚
一
淡
助
「
潟
水
訟
」

出

九

時

納

削

m
M
)
五
一
七
一
丸
。

〈一間
2
〉

ハ
紋

3
〉

ア
ー
ν
ア

入
品
物
、

(
間
哨
叫

m
u
、
約
八
1
0
4品
交
。

五
島
忠
久
「
ス
ワ
ヒ

F
訟
に
お
け
る
飲
食
滅
私
に
ワ
い
て
」
(
日
本
一
後
機
敏
令
栢
湖

沼
獲
の
研
究
い
も
山
町
お
三
六
一
}
9
8
9
8
0
5
5
e

七
間
交
。

(
設
4
〉
傘
尚
一
品
求
刑
制
「
ユ
ー
カ
ラ
一
一
一
八
文
。

設
』
問
問
六
一
良
。

町
北
方
議
一
一
一
箭
判
関
税

-118-

f%; 



 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 6.496 x 10.118 インチ / 165.0 x 257.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ（オプション）: 'オリジナル'
      

        
     32
            
       D:20080111175318
       728.5039
       北大・4
       Blank
       467.7165
          

     Tall
     1
     0
     No
     511
     265
    
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         24
         AllDoc
         25
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     0.0000
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     16
     17
     16
     17
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base



